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国
保
の
抱
え
る

構
造
的
な
問
題

　
本
市
国
保
は
、
二
年
度
に
十
年

振
り
に
赤
字
を
解
消
。
同
時
に
、

国
か
ら
受
け
て
い
た
「
高
医
療
費

市
町
村
」
の
指
定
も
解
除
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
高

医
療
費
市
町
村
に
義
務
付
け
白
れ

る
「
国
保
運
営
安
定
化
計
画
の

作
成
を
自
ら
行
い
、
い
ろ
い
ろ
な

取
紅
組
み
か
続
け
で
き
ま
し
だ
。

　
特
に
、
保
険
料
率
の
改
定
や
、

一
般
会
計
か
ら
の
特
別
繰
り
入
れ

（
注
）
、
『
国
保
財
政
調
整
筝
金
』

の
設
置
な
ど
、
赤
字
に
転
落
す
る

こ
と
な
ぐ
国
保
事
業
を
安
定
し
て

運
営
し
て
い
く
た
め
の
土
甦
つ
く

り
に
は
、
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
四
年
度
も
累
積
収

支
の
黒
字
は
維
持
さ
れ
る
見
通
し

で
、
ま
た
、
五
年
度
も
、
医
療
費

の
伸
び
が
例
年
並
み
で
あ
れ
ば
、

収
支
が
保
て
る
状
態
で
す
。
従
つ

で
、
医
療
費
の
伸
び
に
見
合
つ
た

保
険
料
率
の
引
歌
上
げ
も
必
要
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
未
す
。

　
Ｉ
し
か
し
、
全
国
的
に
そ
う
で
あ

る
ぷ
っ
に
、
本
市
国
保
も
、
加
入

者
の
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
医
療

需
要
が
急
増
し
、
右
の
一
方
で
保

険
料
負
担
能
力
は
低
下
す
る
と
い

ラ
構
造
的
な
問
題
奮
曼
て
い
ま

す
。
ふ
『
後
の
医
療
費
の
伸
び
次
第

で
は
、
将
来
、
国
保
運
営
が
再
び
、

危
機
に
陥
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
五
年
度
の

事
業
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

同
協
議
会
に
諮
問
し
、
答
申
を
受

け
ま
し
た
。

　
　
（
注
）
国
保
の
会
計
は
、
一
般

の
会
計
と
は
別
に
「
国
保
会
計
」

と
し
て
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
は
、
一

定
の
繰
り
入
れ
忿
す
る
こ
と
が
定

め
ら
元
て
い
未
了
が
、
市
で
は
運

営
安
定
化
の
た
め
、
さ
ら
に
特
別

に
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
答
申
は
次
の
三
項
目
か
ら
収
り

立
っ
て
い
ま
す
。

1
、
保
険
料
率
の
改
善
　

答
申
で
は
、
黒
字
基
調
で
あ
る

今
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
を
加
入
者
に
還
几
す
呑
意
味
か

ら
も
、
堡
匹
料
率
を
改
善
す
る
よ

弓
提
唱
し
て
い
未
す
。

　
そ
の
内
容
は
表
Ｌ
の
と
お
り
。
。

計
か
ら
a
繰
り
入
れ
に
よ
つ
て
必

要
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
と
し
、

賦
課
限
度
額
は
、
国
の
基
準
（
五

年
度
は
五
十
万
円
の
予
定
）
や
周

辺
市
町
（
ほ
と
ん
ど
が
国
の
基
阜

に
合
わ
せ
る
見
込
み
）
よ
り
も
低

い
四
土
ハ
万
円
と
な
つ
で
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
施
し
た
奨
回
勁
果

＊1・t：帯の年間の保険料は、＞xの①十②十③で算定されます。

　①1年間の収入額から、収入の種類に応じて控除を行った後の　　

額（総所得金額）から、さらに基礎控除額（31万円）七引き、

　それに麟謁朧朧｜を掛けたもの（収入金額が同じでも、自管業　　

者、給与所得者、年金受給者などとｙつだ所得の種類によっ　　

て控除額は異なります）＼‥‥‥‥‥　

②被保険者数に膿朧朧畿を掛けたもの十

　③画題謳誕トニ………

　なお、①＋②＋（3）の合計額がl圖朧朧題を超えた場合め保険料

は、賦課限度額ということになります。し犬

有
所
得
世
帯
（
賦
課
限
度
額
世
帯

と
そ
の
周
辺
世
帯
及
び
軽
減
世
帯

を
除
く
）
で
は
、
平
均
で
年
間
約

二
千
円
軽
減
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
2
、
「
国
保
運
営
安
定
化

計
画
」
の
自
主
策
定
　

本
市
の
国
保
医
療
費
は
、
依
然

全
国
平
均
よ
り
高
い
状
態
が
続
い

で
い
未
す
。

　
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

医
療
費
の
適
正
化
を
さ
ら
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
引
き
続
き
「
国

保
運
営
安
定
化
計
画
」
を
自
主
的

に
立
て
、
市
を
挙
げ
て
取
り
組
み

国民健康保険証

切り替えの時期で

す

．
現
在
使
用
さ
わ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
証
（
保
険
証
。
一
般

は
ク
リ
ー
ム
色
、
退
職
者
は
う

ぐ
い
す
色
）
。
は
い
三
月
三
十
一
　
　
　
　

、
゛
一

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
Ｉ
三
月
中
旬
ご
ろ
か

ら
順
次
、
郵
送
（
普
通
郵
便
）
’

で
新
保
険
証
を
交
付
す
る
予
定

で
す
。
』
新
保
険
証
は
一
般
は
為

さ
ぎ
色
、
退
職
者
は
藤
色
で
、

有
効
期
限
は
い
ず
れ
も
五
年
四

月
一
日
か
石
七
年
三
月
三
十
一

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
3
、
「
国
保
財
政
調
整
基
金
」
の
活
用

三
年
度
に
設
置
し
た
函
保
財

表II．答申に基づく、所得段階別にみた保険料率改善内容（年額）

区分

�現行料（円）①
�改善後の料金（円）②

�増減（円）（②ー①）

6割軽減世帯

�33，080

�32，760

�△320

4割軽減世帯（所得Ib万円）

�90，100

�88，740

�△1，350

loo万円

�146，180

�144，000

�△2．180

200万円

�238，180

�234，000

�△4，180

300万円

�330，180

�324，000

�△6，180

400万円

�422，180

�414，000

�△8．180

A20万円

�詣喘）
�432，000

�・△8，000

430万円
�440000（449）0）

�441，000

�1，000

440万円
�440．000（458，980）

�450，000

�10，000

450万円
�440000（468！180）

�459，000
※表は標準世帯（家族3人、うち稼得者1人、－自営業者）を想定したもの
※△は減∧‥▽ダ＞…………………：
※（）内は賦課限度額がなかった場合の料金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

該当者

�手続き事項

�持ち物
通学のため遠方に住んでいる人

�遠隔地保険証（⑨）の交付
�印鑑・保険証現在の在学証明書

一定期間（3ヵ月以上）の出張などで住所地を離れる人

�遠隔地保険証■（⑩）の交付
�印鑑・保険証施設入所者は在園証明書

他の保険に加入した場合

�資格喪失手続き
�印鑑・保険証・他の保険証など

死亡した人がいる場合

�資格喪失手続き
�印鑑・保険証

日
ま
で
で
す
。
’

　
な
お
、
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
人
に
は
、
新
保
険
証
は
、

国
民
健
康
保
険
課
窓
口
で
交
付

し
毒
す
（
該
当
者
に
臆
事
前
に
゛

文
書
で
通
知
し
ま
す
）
。
こ
の
時

に
納
付
相
談
を
し
毒
す
の
で
、

現
在
使
用
中
0
保
険
証
と
印
鑑

か
痔
っ
で
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

丁
ま
た
、
右
表
に
該
当
す
娶
人

2
≫
Ｂ
Ｓ
Ｓ
証
力
側
吝
揆
貨

同
課
窓
口
で
所
定
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
使
用
中
の
保
険

証
は
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
で
×

印
を
し
て
、
四
月
一
日
俐
以
降
、

同
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ

郵
送
か
来
庁
で
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
ぐ
は
同
課
保
険
料

係
（
内
線
2
2
6
7
）
へ
。

政
調
整
基
金
」
は
、
伝
染
病
の
流

行
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
備
え
た

も
0
1
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

。
れ
な
ど
に
よ
り
、
着
実
に
規
模
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
答
申
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
そ
の
運
用
益
を
有

効
に
活
用
し
、
病
気
の
予
防
や
健

康
づ
く
り
な
ど
の
保
健
施
設
活
動

に
充
て
る
よ
う
指
摘
。
市
刄

面
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
受
診
補
助

の
充
実
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
努
力
を

　
答
申
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
国
保

事
業
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

国
・
府
・
市
や
医
療
機
関
、
国
保

加
入
者
な
ど
、
国
保
事
業
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
人
々
が
、
各
々
の

立
場
で
協
力
・
努
力
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
指
摘
。
次
の
七
つ
の
事

項
の
実
施
を
要
騨
し
て
い
ま
す
。

①
医
療
費
適
正
化
対
策
の
徹
底
的
　

推
進

②
保
険
料
収
納
率
向
上
対
策
の
徹
　

底
的
推
進

③
保
健
施
設
活
動
の
充
実

④
加
入
者
へ
の
啓
発
促
進

⑤
国
・
府
支
出
金
の
増
額

⑥
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額

⑦
事
務
執
行
体
制
の
さ
ら
な
る
効
　

率
化
推
進

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を
十

分
に
尊
重
し
、
国
保
事
業
の
運
営

安
定
化
に
努
め
ま
す
。
’
加
入
者
を

は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
つ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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答
申
の
内
容
に

つ
い
て所

得
水
準
の
高
い
層
、
つ
ま
り
家

計
の
中
で
国
保
保
険
料
の
占
め
る

割
合
の
低
い
層
に
応
分
の
負
担
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
中
・
低

’
所
得
者
の
負
担
の
緩
和
に
充
て
よ

う
と
い
う
考
え
方
に
貫
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
改
定
幅
は
平

均
す
る
と
Ｏ
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
賦
課
限
度
額
周
辺
の
高

所
得
者
層
の
負
椙
増
も
、
一
般
会

表I．保険料についての答申

　　　　　　〈現行〉〈改正後〉＜増減〉

所得割率9．2％9．0％0．2ポイント減

均等割額17，900円18，400円500円増

平等割額29，000円26，700円2，300円減

賦課限度額440，000円460，000円20，000円増

ｙ（賦課限度額の5年度国基準は500，000円）

宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

保
険
料
率
改
善
な
ど
を
答
申

一
一
。
／
、
Ｉ
．
Ｘ
゛
こ
＼
バ
／
Ｉ
゛
’
ブ
｀
Ｎ
’
／
゛
゛
ｊ
バ
ヅ
レ
Ｘ
；
ソ
ペ
．

Ｉ
…
…
～
‘
剔
ノ
ー
－
バ
゛
゛
こ
Ｉ
’
ノ
「
フ
Ｊ
Ｘ
／
こ
／
ご

コ
｀
ノ
゛
’
～
″
ペ
ー
、
Ｉ
ヘ
｀
ヽ
ｙ
。
Λ
ご
ご
‘
、
～
Ｖ
’
＼
ド
丁
’

Λ
☆
ブ
｛
こ
｀
こ
こ
べ
＼
ブ
△
・
ブ
゛
｀
一
’
こ
ン
ダ
り
こ
ソ
ー
ヘ
｀
ブ
ご
八
　

十
～
‘
ペ
ン
八
～
｛
八
二
つ
≒
で
六
白
、
＼
ぐ
ぐ
八
こ
こ
に

池本市長に答申書を手渡す片上会長〈左端〉2月8日
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市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
、
奇
の
細
か
い
建
築
行
政

か
遥
め
る
た
め
、
四
月
｝
日
團
か

ら
、
『
建
築
主
事
』
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
建
築
主
事
は
、
建
築
物
を
建
て

る
と
き
に
必
要
と
な
る
『
建
築
確

認
申
請
－
の
審
査
、
建
築
工
事
が

計
画
ど
お
り
完
了
し
で
い
る
か
の

検
査
や
検
査
済
証
の
発
行
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
宇
治
市
内
で
建
築
二

事
聚
す
る
場
合
の
『
建
築
確
認
申

き
’
は
、
現
在
は
京
都
府
宇
治
土

木
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
宇
治
市
が
建
築
主
事
を
設
置

す
る
四
月
一
日
市
か
ら
は
、
市
役

所
で
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
四
月
一

日
俐
に
、
そ
の
業
務
を
担
当
す
る

部
署
と
し
て
、
建
築
審
査
課
を
新

設
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
建
築
主
事
の
設
置
に
合

わ
せ
て
、
違
反
建
築
物
の
取
作
締

ま
り
や
定
期
報
告
、
Ｉ
都
市
計
画
区

域
内
建
築
物
の
建
築
に
対
す
る
許

可
な
ど
も
、
市
で
行
う
こ
と
に
な

り
圭
ｙ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
課
が
設
置

さ
れ
る
ま
で
は
、
指
導
検
査
室
　

（
容
内
線
2
3
5
2
）
へ
。

　
＊
建
築
確
認
申
請
と
は
、
建
築

工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
そ
の
計

画
が
敷
地
・
構
造
な
ど
に
関
す
る

法
令
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
『
建
築
主
事
』
に
確
認
し
て
も
ら

う
た
め
の
申
請
で
、
建
築
物
を
建

て
る
時
に
は
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
手
続
き
で
す
。

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
廃

車
申
告
は
3
月
中
に

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税
金
は
、

毎
年
、
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
他
人
へ
の
譲
渡
、
廃
車
や
盗
難

な
ど
で
、
そ
れ
ら
を
現
在
所
有
し

て
い
な
い
場
合
は
、
三
月
中
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
得

し
た
と
き
も
、
速
や
か
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
バ
イ
ク
（
1
2
5
に
以
下
）
の

手
続
き
は
市
民
税
課
（
豊
内
線
2

1
2
0
）
へ
。
ま
た
、
手
続
き
に

は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

　
▼
廃
車
・
譲
り
渡
し
・
転
出
し

た
場
合
…
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と

印
鑑

　
▼
新
規
取
得
・
譲
り
m
－
転

入
し
た
場
今
：
匿
几
確
認
書
な
ど

か
再
登
録
用
廃
車
証
明
と
ｍ
鑑

　
市
・
府
民
税
の
申
告
は
、
も
う

お
済
み
で
す
か
？

　
市
・
府
民
税
の
申
ｔ
覇
限
は
三

3月13日（土）・14日（日）開催

善法文化祭

　
三
月
十
三
日
出
と
十
四
日
面
、

第
十
九
回
善
法
文
化
祭
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
、
善
法
隣
保
館

と
善
法
集
会
所
で
開
か
れ
未
す
。

　
こ
の
文
化
祭
は
、
部
落
の
完
全

解
放
を
目
指
し
、
善
法
地
域
の

文
化
活
動
の
向
上
と
地
域
住
民
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
開
か
れ
て
い
未
す
。

　
今
年
も
「
広
げ
よ
う
地
域
の
パ
Ｐ

高
め
よ
ｙ
つ
文
化
の
ご
Ｐ
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
活
動
の
成
果
な
ど
の

展
示
、
子
と
鼎
咎
戦
、
あ
そ
び

の
く
に
、
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
と
あ
そ

ぼ
う
、
模
擬
店
、
部
落
問
題
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
ぐ
た
め
の

映
画
『
橋
の
な
い
川
』
の
上
映
な

ど
、
多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
ま
す
。

　
部
落
問
題
の
解
決
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
る
と
と

も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
課
題

で
も
あ
り
未
了
。

　
最
近
多
発
し
て
い
る
「
差
別
落

書
き
」
に
見
ら
れ
る
ぷ
つ
に
、
厳

し
い
差
別
の
現
実
が
な
お
残
さ
れ

て
い
る
今
日
、
部
落
問
題
を
学
習

し
、
・
理
解
す
る
場
と
し
て
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
、
・
3
月
1
3
日
出
・
1
4
日

収
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
善
法
隣
保
館
・
善
法
集
会

所
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
社
会
教
育
課
　

（
萱
内
線
2
6
1
5
）
か
善
法
隣

保
館
（
萱
2
3
・
3
2
3
7
）
へ
。

善法文化祭の日程・内容

内容と会場

�3／13（土）

�3／14（日）

作品展示〈隣保館2階〉
�・生け花教室作品・書道教室作品・手作り教室作品・趣味の教室作品・葵子ども会の作品・趣味の作品（陶芸作品など）・善法老人福祉センター作品・善法保育所保護者作品・善法保育所園児作品・善法青少年センター作品ほか

子どものコーナー〈隣保館1階〉
�　　　　　10：00～16：00「あそびのくに」一遊びと工作の発見ー

健康コーナー〈隣保館1階〉

�13：00～15：00

�10：00～15：00

�健康相談と血圧測定

映画会〈善法集会所〉
�　19：00～21：30映画【橋のない川】

�ノ

催し物〈隣保館前庭〉※雨天時は善　法集会所で

�／
�　11：○○－14：00◇ディズニーのなかまと　あそぼう　　（保育所・保育所保a者会）◇センター子ども歌合戦｀（青少年センター）

お茶会〈茶室・前庭〉

�11：00～15：00

�10：00～15：00

�本席と貪で出し

模擬店　　　〈前庭〉

�11：00～15：00

�10：00～15：00
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な
お
、
軽
四
輪
の
手
続
き
は
軽

自
動
車
協
会
（
ａ
0
7
5
・
6
9

1
°
6
5
1
6
）
へ

’

。
－
Ｈ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
9

を
超
え
る
バ
イ
ク
の
手
続
き
は
京
。

都
陸
運
支
局
（
酋
0
7
5
・
6
8

1
・
9
7
6
1
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
’

　
　
　
す
兌
呻
ま
揃
’
拵
民
沼
の
’
か
1
’
i
i
t
i
＾
a
i

詰
問
猟
醍
Ｆ
ｎ
ぷ
闘
順
一
一
頭

狽
月
1
n
m
日
月
ま
で
囃
鮒

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
康
す
。
申

告
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま

せ
ま
し
。
う
。
ま
た
、
必
ず
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
里
に
っ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
市
民
税
課
（
萱
内
線
2
1
2

1
～
2
1
2
3
）
へ
Ｏ

市税の納付は

便利な

口座振替で

　
所
得
証
明
（
非
課
税
証
明
）
の

請
求
に
は
、
使
用
目
的
・
提
出
先

・
必
要
と
す
る
年
度
な
ど
を
記
入

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
本
人
の
印

鑑
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
代
珊
人
が
請
求
す
る
と

き
は
、
本
人
の
委
任
状
（
承
諾
書
）

と
代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
税
に
関
す
る
申
告
や
手
続
き
は
、

大
切
な
事
柄
で
す
。
で
き
る
だ
け

本
人
が
手
続
き
に
蚤
し
ょ
う
。

　
毎
月
、
第
二
土
曜
日
聚
休
み

と
す
る
『
学
校
週
五
日
制
』
に

合
わ
せ
て
、
三
月
十
三
日
出
に

公
民
館
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、

次
の
と
お
り
、
い
ろ
ん
な
催
し

を
開
き
康
す
。
参
加
は
無
料
（
一

部
材
料
費
負
担
あ
り
）
で
す
。

休
み
の
土
曜
日
は
、
み
ん
な
と

楽
し
ぐ
過
ご
7
釜
し
1
つ
／

〈
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
〉

参
加
は
直
接
会
場
へ
。

○
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

（
切
り
紙
で
か
ざ
る
っ
）
。
・
・
牛

前
9
時
半
八
1
1
一
時
半
、
同
館
で
。

は
さ
み
・
の
り
・
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
が
必
要
。

　
〈
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
小
倉
」
〉
　

参
加
は
直
接
会
場
へ
。

　
○
手
づ
く
り
工
作
教
室
（
竹

細
エ
ー
ダ
イ
コ
ン
鉄
砲
な
ど
）
’

・
：
午
前
1
0
時
～
正
午
、
同
館
で
。

来
館
で
。

　
○
親
子
い
っ
し
ょ
に
お
や
つ

づ
く
り
・
：
午
前
1
0
時
～
午
後
―

時
、
同
館
で
。
対
象
は
小
学
―
～

3
年
生
と
保
護
者
、
先
着
1
5
組
。

材
料
費
は
6
5
0
円
。
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
が
必
要
＠
ハ
ー

モ
ニ
カ
音
楽
か
薬
レ
も
う
・
：
午

前
1
0
時
～
正
午
、
同
館
で
。
対

象
は
幼
児
ト
中
学
生
、
先
着
1
5

人
。
2
1
穴
複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
Ｃ

調
が
必
要
『
（
な
い
人
に
は
購
入

光
か
函
っ
せ
ん
し
示
す
）
。

宇
治
公
民
館
　

’
容
2
1
・
2
8
0
4

〈
遊
び
の
広
場
〉

　
参
加
は
直
接
会
場
へ
。

　
○
卓
球
・
折
り
紙
こ
て
ス

ク
ゴ
ル
フ
遊
び
、
バ
ー
ド
ウ
’
オ

ッ
チ
ン
グ
・
：
い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
正
午
、
同
館
で
＠
ユ
リ
カ

モ
メ
と
遊
ぼ
う
・
・
牛
前
‥

1
1
一
時
～
、

同
館
前
で
。

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
ｆ
ｔ
’
？
：
－
7
4
4
7

木
幡
公
民
館
　

容
3
2
・
8
2
9
0

〈
子
ど
も
の
広
場
〉

　
『
申
し
込
み
は
同
館
へ
電
話
か

来
館
で
。
子
ど
も
だ
け
で
も
可
。

　
ｏ
親
子
囲
碁
教
室
＝
先
着
2
0

人
＠
親
子
連
珠
教
室
＝
先
着
3
0

人
・
：
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
～

1
1
時
半
、
同
館
で
。

申
し
込
み
は
同
館
へ
電
話
か

　
会
場
は
、
い
ず
れ
も
同
セ
ン

タ
ー
。
申
し
込
み
は
○
～
○
は

同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
来
館
で
、

＠
は
直
接
会
場
へ
。

　
○
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
・
：
午

前
9
時
～
1
0
時
。
対
象
は
小
学

生
、
先
着
2
0
人
＠
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
教
室
…
午
前
1
0
時
半
～
正
午
、

対
象
は
中
・
高
校
1
、
先
着
2
0

人
＠
手
づ
く
肛
教
室
（
布
で
つ

く
る
く
ま
の
マ
ス
コ
″
ト
）
・
：

午
前
9
時
～
正
午
、
対
象
は
小

学
生
、
先
着
3
0
人
0
竹
工
作
教

室
（
貯
金
鯛
つ
く
り
ご
…
午
前

9
時
～
正
午
、
対
象
は
小
学
生
、

先
着
2
0
人
。

　
＠
自
由
遊
び
（
一
輪
車
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）
・
・
牛
前
9
時
～

正
午
。

自治功労者などを表彰

　
市
で
は
、
’
四
十
二
回
目
の
市
制

施
行
記
念
日
に
あ
た
る
三
月
一
日

聞
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
市
政
功

労
者
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

大
奇
ぐ
貢
献
し
た
人
や
団
体
に
、

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
も
行
い
ま
’

す
。

　
表
彰
や
感
謝
状
を
9
茫
釘
る

の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
賂
）

・
▽
自
治
功
労
者
…
水
谷
光
孝
▽

篤
志
者
・
：
今
井
義
武
、
み
だ
れ
髪

の
会
▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
長
・
：

中
西
長
一
、
藤
ｍ
千
代
次
、
藤
村

力
▽
永
年
勤
続
職
員
・
＝
赤
沢
博
康

ほ
か
8
6
人
▽
総
合
計
画
審
議
会
委

員
：
水
城
尚
正
▽
集
会
所
管
理
者

…
石
蜃
哭
、
大
石
省
三
、
北
尾

暢
介
、
北
村
庄
嗣
、
池
谷
畳
▽

嘱
託
医
：
大
石
嘉
啓
、
大
石
嘉
明

▽
学
校
医
・
：
小
林
キ
ク
子
、
服
部

宗
五
郎
、
林
隆
興
▽
学
校
歯
科
医

…
佐
野
日
止
史
、
抒
村
恭
秀
、
矢

部
次
男
▽
少
年
補
導
委
員
・
・
・
岩
村

徳
三
、
大
熊
精
二
、
岡
田
重
一
、

風
間
登
美
子
、
門
脇
洋
子
い
小
林

義
距
、
坂
本
珠
美
子
、
池
谷
畳
、

高
木
敏
雄
、
高
谷
礼
次
郎
、
野
村

久
雄
、
福
知
和
子
、
渕
田
紀
代
子
、

水
野
菊
次
、
水
原
照
好
▽
電
話
相

談
員
・
：
7
人
▽
体
育
指
導
委
員
・
：

中
村
哲
子
、
廣
庭
尚
平
▽
民
生
委

員
・
児
童
委
員
・
：
竹
内
英
子
、
繁

田
善
子
▽
町
内
・
自
治
会
長
・
：
上

替
見
、
佐
藤
具
一
、
関
西
義
昭
、

蓄
罷
英
、
西
村
武
美
、
保
野
昭

雄
、
村
田
憲
治
、
吉
川
菊
夫
▽
教

職
員
・
・
・
秋
山
祥
永
ほ
か
1
5
人
▽
団

体
…
城
南
荘
連
合
町
内
会

　
▽
優
秀
団
体
賞
・
：
○
宇
治
高
校

陸
上
競
技
部
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
ー

第
4
回
全
国
高
校
女
子
駅
伝
競
走

大
会
準
優
勝
▽
優
秀
選
手
賞
・
：
○

西
井
賢
一
（
西
京
極
ク
ラ
ブ
）
＝

第
9
回
国
際
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
競
技
銀
メ
ダ
ル
Ｏ
塩
田
浩

一
（
菟
道
高
校
教
諭
）
＝
第
1
3
回

世
界
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

選
手
権
大
会
国
内
予
選
優
勝
ゆ
上

田
訓
久
（
近
畿
大
）
＝
第
5
回
全

日
本
学
生
フ
″
Ｉ
ル
ド
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
選
言
竿
ハ
会
優
勝
Ｏ
高
癌
央

月
十
五
日
側
で
す
。
ま
覇
限
間

近
に
な
る
と
窓
口
が
混
雑
し
、
長

時
間
待
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

Ｉ
目
Ｉ
目
篇
言
ｉ
臨
∃
Ｅ
＝
目
目
‐
圖
回
回
目
目
覆
目
一

博
（
宇
治
高
）
Ｉ
蔑
4
年
度
全

国
高
校
総
合
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン

グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
同
盟
準
優

勝
Ｏ
高
尾
憲
司
（
宇
治
高
）
＝
同

大
会
、
陸
上
1
5
0
0
m
準
優
勝

Ｏ
加
藤
明
子
（
宇
治
高
）
＝
同
大

会
、
陸
上
3
0
0
0
m
優
勝
Ｏ
西

川
智
之
（
虫
只
青
年
の
家
）
上

5 2
回
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
全

日
本
選
手
権
大
会
1
0
0
に
旨
優

勝
Ｏ
ふ
呈
忠
幸
（
日
本
盲
人
マ
ラ

ソ
ン
協
会
）
＝
第
1
回
世
界
盲
人

マ
ラ
ソ
ン
宮
崎
大
会

1 0
㎞
全
盲
の

部
（

3 5
～
4
9
歳
）
優
勝
▽
ジ
ュ
ニ

ア
賞
・
・
・
Ｏ
宇
治
中
学
女
子
駅
伝
部

＝
平
成
4
年
度
京
都
府
中
学
校
駅

伝
競
走
大
会
優
勝
＠
東
宇
治
中
学

陸
上
＝
頚
部
女
子
4
×
1
0
0
ｍ

リ
レ
1
チ
ー
ム
＝
第
4
5
回
京
都
府

中
学
校
陸
上
皿
授
選
手
権
大
会
女

子
共
通
4
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
優

勝
○
東
宇
治
中
学
陸
上
皿
頚
部
女

子
Ｌ
同
大
会
、
女
子
曼
屋
勝
Ｏ

広
野
中
学
駅
伝
部
男
子
＝
平
成
4

年
度
京
都
府
中
学
校
駅
伝
競
走
大

会
優
勝
○
壬
遜
ク
ラ
ブ
＝
第
1
0
回

全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
京
都
府

予
選
優
勝
Ｏ
鳳
凰
サ
″
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
＝
第
1
4
回
一
「
サ
ン

カ
ッ
プ
京
都
少
年
サ
″
力
1
大
会

優
勝
○
玉
置
郁
夫
（
西
小
倉
中
Ｔ

第
4
5
回
京
都
府
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
共
通
三
種
帑
頚
Ａ
優

勝
Ｏ
岡
田
真
理
子
（
東
字
治
中
Ｔ

同
大
会
一
、
3
年
女
子
1
0
0
ｍ
優

勝
○
松
本
華
奈
子
（
東
宇
治
中
了

同
大
会
、
共
通
女
子
1
0
0
ｍ
ハ

ー
ド
ル
優
勝
見
蓉
賢
采
幡
中
）

＝
平
成
4
年
度
京
都
府
中
学
校
総

合
体
育
大
会
柔
道
男
子
個
人
7
8
㎏

超
級
優
勝
○
鈴
木
崇
之
（
三
室
戸

小
）
＝
平
成
4
年
度
全
国
少
年
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
3
年
生
の

部
3
4
ほ
級
優
勝
▽
功
労
者
・
：
○
谷

田
利
奨
市
軟
式
野
球
連
盟
）
○
鈴

木
成
由
吊
軟
式
野
球
連
盟
）
Ｏ
橋

本
和
人
吊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
心
一
）

○
久
保
正
人
吊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
）
○
木
村
長
次
（
市
歩
こ
う

会
）
Ｏ
山
名
良
吉
（
神
明
学
区
体

育
振
興
会
）
Ｏ
小
泉
喜
英
（
市
空

壬
之
連
盟
）
。

3月13日（土）の公民館
・青少年センターの催し

3月1日・市政施行記

念日に

建
築
物
の
建
築
な
ど
に
は

私
の
確
認
か
必
要
で
す

建
築
主
事

申
請

．建築主

広
野
公
民
館
　

ａ
利
・
7
4
5
0

中
央
公
民
館
　

一
心
徊
・
1
4
1
つ

市
政
功

労
者

市
ス
ポ

ー
ツ
賞

小
倉
公
民
館
～
　

」
″
刀
‘
・
4
6
8
7

所
得
証
明
の
請

求
に
は
印
鑑
を

お
忘
れ
な
く

建
築
申
請
4

月
か
ら
は

市
役
所
に

提
出
を
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4
月
1
日

か
ら

市
に
建
築
主
事
を
設
置



市
民
の
ひ
ろ
ば

福
祉
年
金

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
3
月
1
8
日
團
、
午
前

9
時
半
ト
午
後
1
時
半
▼
と
こ
ろ

…
磐
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
市
内

在
住
で
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
▼

定
員
…
先
着
2
0
人
▼
講
師
・
：
栄
養

士
・
関
藤
保
子
さ
ん
▼
参
加
費
・
・
・
、

5
0
0
円
▼
持
ち
物
・
・
・
三
角
き
ん
、

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
▼
申
し
込
み

：
由
日
困
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
（
昔
2
2
・
5
6
5
4
）
へ
。
当
日

点
字
の
資
料
を
希
望
ず
る
人
は
、
。

事
前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
就
職
支
度
金
の
支
給
　

▼
対
象
・
・
Å
「
春
、
中
学
校
・
高

等
学
校
か
卒
業
し
1
ヵ
月
以
内
に

就
職
す
る
人
で
、
就
職
に
必
要
な

費
用
の
支
出
が
困
難
な
人
（
所
得

が
生
活
保
護
基
準
の
1
・
恋
以

内
の
世
帯
）
▼
支
給
額
・
：
5
万
5

0
0
0
円
以
内
▼
申
し
込
み
・
：
福

祉
年
金
課
社
会
係
（
容
内
線
2
3

0
3
）
に
あ
る
申
請
用
紙
で
。

　
社
会
保
険
相
談
所

　
社
会
保
険
相
談
専
門
昌
司
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
3
月
1
2
日

廊
＝
小
倉
公
民
館
、
2
6
日
宙
1
広

野
公
民
館
。
午
後
1
時
～
～
時
▼

問
い
合
わ
せ
’
・
：
福
祉
年
金
課
国
民

年
金
係
（
容
内
線
2
3
1
0
）
へ
。

　
宇
治
共
同
作
業
所
ま
つ
り

▼
と
き
・
・
・
3
月
7
日
興
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
共
同
作
業
所
▼
内
容
…
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
模
擬
店
、
古
本
市
、
大

抽
選
会
な
ど
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同

人
権
を
考
え
る
9

　
最
近
、
私
た
ち
の
住
む
宇
治

市
の
街
中
で
も
、
た
く
さ
ん
の

外
国
人
の
姿
を
見
掛
け
る
ぶ
っ

に
な
り
ま
し
た
。
｀
市
内
で
は
、

以
前
か
ら
在
日
韓
国
・
朝
鮮
の

人
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
十
年
の
間
に
、
市

内
の
企
業
に
研
修
で
来
た
外
国

人
・
市
内
の
大
学
で
教
え
る
研

究
者
や
日
本
で
学
ぶ
留
学
生
を

は
じ
め
、
多
く
の
外
国
人
が
宇

治
の
街
で
私
だ
ち
と
一
緒
に
生

活
す
る
冰
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
。
市
で
は
、
一
九
八
六
年
に
ス

リ
ラ
ン
カ
の
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市

中
国
の
朧
市
と
、
一
九
九
〇

年
に
カ
ナ
ダ
の
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
と
友
好
都
市
盟
約
舎
保
茎

し
た
。
そ
し
て
国
際
化
に
向
か

弓
社
会
情
勢
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
市
と
の
交
流
を
通
じ
で
、
世

界
の
人
々
か
ら
信
頼
と
敬
愛
を

所
（
萱
3
2
・
2
0
2
4
）
へ
。
入
場

は
無
料
。

　
　
心
身
障
害
児
通
園
事
業

　
市
で
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

児
童
に
対
し
、
母
子
通
園
に
よ
る

療
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
一
ク
ー
ル
（
四
月
Ｌ
九
月
）
の
入

園
申
し
込
み
は
次
の
と
お
旦

　
▼
対
象
…
保
護
者
が
同
伴
し
て

通
園
で
き
る
、
2
歳
～
就
学
前
の
　
　
　

一
Ｉ
・

障
害
児
▼
申
し
込
み
・
・
・
3
月
1
0
日

困
ま
1
に
福
祉
年
金
課
母
子
児
童

福
祉
係
（
容
内
線
2
3
0
7
）
へ
。

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
・
：
3
月
1
0
日
困
、
午
後

3
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
▼
内
容
・
・
・
絵
本
の
読
み
聞

五
ヶ
庄
福
角

　
高
雄
Ｉ
康
大
く
ん
　
　

Ｈ
4
・
2
・
1
1
①

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
　

実
我
講
習
会
　

▼
と
き
…
3
月
1
3
日
出
、
午
後

Ｌ
時
と
3
時
半
の
2
回
▼
と
こ
ろ

…
黄
柴
体
育
館
▼
対
象
…
1
5
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
除
く
）
▼
定
員

・
・
・
各
先
着
3
0
人
▼
受
講
料
…
1
0

風
俗
・
習
慣
・
文
化
的
伝
統
を

持
ち
、
そ
れ
を
大
切
に
育
て
て

μ
蛋
し
た
。
し
か
し
、
や
や
も

す
る
と
、
1
日
本
人
信
外
国
人
を

異
質
な
人
間
と
し
て
排
除
し
が

ち
な
閉
鎖
性
か
痔
も
、
お
互
い

の
文
化
の
差
異
を
理
解
し
よ
う

と
し
な
い
た
め
、
外
国
人
の
人

権
を
侵
害
す
る
問
題
を
起
こ
し

外
国
人
の
人
権
を
考
え
る

受
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
い
ま
日
本

社
会
の
中
で
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
、
外
国
人
へ
の
差
別

の
問
題
を
考
え
て
お
く
必
要
が

あ
り
毒
す
。

。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
民
族
は
、

長
い
歴
史
の
中
で
培
つ
で
参
た

て
い
ま
す
。
と
的
わ
け
、
在
日

韓
国
・
朝
鮮
の
人
た
ち
に
対
す

る
差
別
は
、
わ
が
国
と
の
歴
史

的
経
緯
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
・

の
で
す
。
こ
う
し
た
政
治
的
に

つ
く
ら
れ
た
差
別
意
識
が
今
な

お
社
会
に
根
強
く
あ
り
、
こ
れ

ら
の
人
々
の
人
権
を
侵
害
し
、

生
活
を
脅
か
し
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
差
別
意
識
は
。

　
「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
尊

厳
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ

る
」
‘
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
　

「
世
界
人
権
宣
言
」
の
精
神
に

反
す
る
も
の
で
す
。
世
界
中
の

人
が
、
お
互
い
の
国
の
風
俗
・

習
慣
・
文
化
的
伝
統
を
尊
重
し

合
い
、
人
権
か
尊
重
す
る
こ
と

が
、
地
球
船
の
乗
組
員
と
し
て

大
切
な
の
で
す
。

　
い
ま
一
度
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
で
の
外
国
人
に
対
す
る
差

別
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

　静かだなと思ったら、いたずらに熱中。

元気にすくすくと明るい子に育ってね。

この欄に掲載するお子さん（4年

3月生：まれ）＝を募集しています。今1月

10日までに広報課ぺご連絡く’ださい。

0
0
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
7
日
面
、

午
前
9
時
か
ら
同
館
（
豊
3
3
・
4
0

0
1
）
へ
。
印
鑑
、
顔
写
真
（
3
り

×
2
・
5
慧
1
枚
が
必
要
。

　
人
生
8
0
年
時
代
の

　
ニ
ュ
ー
｀
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
　

▼
と
き
・
：
3
月
2
0
日
㈲
、
午
後

Ｌ
時
～
4
時
半
▼
と
こ
ろ
…
黄
葉

体
育
館
▼
内
容
上
局
齢
者
向
け
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
1
ボ

ー
ル
な
ど
▼
対
象
・
：
宇
治
市
国
民
’

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
お
お

び
誤
蔽
以
上
の
人
▼
定
員
・
・
・
先

郷土史講座の日程・内容

時間は午後2時～4時

着
4
0
人
▼
申
し
込
み
…
1
5
日
㈲
ま

で
に
国
民
健
康
保
険
課
（
き
内
線

2
2
6
6
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

お
知
ら

せ

　
就
学
援
助
申
請

　
受
け
付
け
中

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的

理
由
に
よ
的
血
学
が
困
難
な
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
、
市
立
小
・
中

学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
、
給
食

費
、
校
外
活
動
費
な
ど
を
援
助
し

て
い
ま
す
。
五
年
度
に
こ
の
援
助

か
希
望
す
る
人
は
、
各
学
校
に
あ

る
「
就
学
援
助
受
給
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
援
助
の
認
定
・
：
認
定
の
所
得

茶
準
は
、
僊
準
世
帯
（
夫
婦
と
子

啓
人
）
で
、
前
年
の
総
所
得
金

額
が
お
お
ひ
ね
2
刄
1
万
円
以
下

▼
支
給
方
法
・
：
各
学
校
を
通
じ
て

▼
援
助
対
象
の
種
類
・
：
学
用
品
費
、

校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
給

食
費
、
学
校
保
健
法
で
指
定
さ
れ

各種講座の日程・内容

3
月
2
0
日
（
祝
）
・
2
1
日
（
日
）
1
0
時
～聞丿小倉公民館S22－468／

た
病
気
の
治
療
費
な
ど
▼
問
い
合

わ
す
・
学
校
教
育
課
（
0
内
線
2

6
1
1
）
へ
。
．
Ｉ
。

　
こ
ど
も
料
理
教
室

中
国
料
理
を
つ
く
ろ
う

　
▼
と
き
…
3
月
7
日
㈲
、

‘
午
前
’

9
時
半
ト
午
後
1
時
半
▼
と
こ
ろ
。

・
夫
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

平
市
内
在
住
の
小
学
3
年
生
以

上
の
児
童
（
保
護
者
同
伴
も
可
）
▼
’

定
員
・
・
・
先
着
2
0
人
▼
指
導
…
中
国

帰
国
者
・
舟
澄
子
さ
ん
▼
参
加
費

…
ｌ
Ｏ
Ｏ
円
▼
申
し
込
み
・
：
同
セ

ン
タ
人
＆
4
4
1
7
4
4
7
）
へ
。
］

春
休
み
親
子
遠
足

宇
治
を
見
て
歩
こ
う

▼
と
き
…
3
月
2
5
日
俐
、
午
前

小
倉
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
交
流
会

第1回
展
示
・
模
擬
店
（
前
売
り
券
は
1
日
（
月
）
か
ら
発
売
）

1
0
時
～
午
後
3
時
▼
行
き
先
・
：
歴

史
資
料
館
、
平
等
院
▼
対
零
・
Ｉ
・
市

内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
親
▼
定

員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
参
加
費
…
小
学

生
1
8
0
円
、
中
学
生
以
上
3
5

0
円
（
バ
ス
代
）
▼
持
ち
物
・
：
弁
当
、

お
や
っ
、
筆
記
具
▼
申
し
込
み
…

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
よ
萱
4
4
・

7
4
ｊ
‘
7
）
へ
Ｏ

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
3
月
1
0
日
叫
・
午
後

3
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久

堡
早
年
セ
ン
タ
ー
ｙ
対
嘸
蚕

児
、
小
学
校
低
学
年
児
童
▼
内
容

・
・
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ド

（
酋
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
。
参
加
は
無

料
、
直
接
会
場
へ
。
・

　
男
性
の
料
理
教
室

。

　
▼
と
き
・
・
・
3
月
1
4
日
圀
、
午
後

Ｌ
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
▼
定
員
・
：
先
着
2
4

人
▼
講
師
・
・
・
料
理
研
究
家
・
星
野

美
智
子
さ
ん
▼
参
加
費
・
：
1
5
0

0
円
▼
持
ち
物
・
圭
プ
ロ
ン
、
筆

記
用
具
、
持
急
苔
容
器
ｙ
申
6

込
み
・
・
・
1
0
日
伽
ま
で
に
同
館
（
き

4
6
・
0
7
8
0
）
へ
。
。

　
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

　
▼
と
き
・
：
4
月
1
日
～
7
月
1
5

日
の
毎
週
木
曜
、
午
前
1
0
時
～
正

午
。
1
5
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南
勤
労

者
福
祉
会
館
▼
定
員
・
・
・
先
着
2
5
人

▼
講
師
・
・
・
幸
子
・
ウ
イ
ン
ク
″
ド

さ
ん
▼
参
加
費
・
：
7
5
0
0
円

（
別
に
テ
キ
ス
ト
代
2
1
0
0
円
）

▼
申
し
込
み
…
同
館
（
豊
4
6
・
0

7
8
0
）
へ
参
加
費
を
添
え
て
。

宇治川さくらまつり前売り券発売中

　
四
月
三
日
出
・
四
日
凹
に
府

立
宇
治
公
園
中
の
島
一
帯
で
行

わ
れ
る
、
第
十
七
回
宇
港
川
さ

く
ら
ま
っ
り
の
前
売
登

売
し
ま
す
。
当
日
は
陶
器
市
や

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ぺ
楽
し

い
催
し
夕
企
画
し
て
い
拳
｛

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
前
売
泉
・
：
2
0
0
0
円
　

（
抹
茶
席
券
、
点
心
券
、
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー
入
場
券
、
伝
統
工

芸
名
陶
抽
選
券
、
炭
山
ラ
。
キ

ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
券
付
き
）
▼
販

売
所
・
：
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市

観
光
案
内
所
（
宇
治
橋
西
詰
・
近

鉄
大
久
保
駅
）
、
宇
治
商
工
会

議
所
、
京
阪
交
通
社
各
営
業
所

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
㈲
宇
治
市
観

光
協
会
（
a
2
3
・
Ｃ
Ｏ
3
3
4
）
へ
。
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5
年
度
宇
治
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
市
で
は
、
五
年
度
の
消
費
生

活
モ
ニ
タ
大
盃
界
集
し
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、

消
費
者
行
政
を
進
め
る
た
め
の

情
報
提
供
や
、
消
費
仮
面
題

の
学
習
、
小
売
物
価
な
ど
の
調

査
、
｀
施
設
見
学
な
ど
。

　
あ
な
た
も
「
消
費
者
と
行
政

。
の
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
活
動
し
、

地
域
の
消
費
者
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

　
▽
応
募
資
格
…
2
0
歳
以
上
6
0

歳
未
満
で
市
内
に
在
住
し
、
市

内
の
小
売
市
場
や
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
″
ト
、
示
売
店
で
日
常
の

買
い
物
を
し
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
公
的
機
関
の
消
費
生
活
モ

さ
わ
や
か
宇
治

二
夕
Ｌ

の
な
い
人
）

　
▽
募
集
人
数
・
・
2
5
人

　
▽
謝
礼
…
年
額
1
万
2
0
0

0
円
　
▽
申
し
込
み
…
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
（
生
年
月
日
）
、

電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
、

3
月
1
0
日
困
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
市
役
所
自
治
振
興
課

（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
容
内
線
2

2
0
3
）
へ
。
電
話
で
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
毒
す

　
▽
そ
の
他
…
学
習
会
な
ど
の

時
間
中
は
、
2
歳
以
上
の
幼
児

は
保
育
し
毒
す
。

～
地
域
と
共
に
歩
む
施
設
に
～

昨
年
1
1
月
、
東
宇
治
に
開
館
し
た

コ
ミ
セ
ン
と
図
書
館
を
紹
介
し
ま
す

3
月
2
0
日
（
土
）
午
後
5
時
か
ら
1
5
分
間
KBS京都TV　
UHF34ch

学
ぶ

　
郷
土
史
講
座

　
万
福
寺
を
建
立
レ
た
隠
元
禅
師

と
黄
栞
又
化
を
中
心
に
学
び
示
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
▼
定

員
・
・
・
先
着
4
0
人
Ｖ
申
し
込
み
・
・
・
可

月日

�内容

�講師

3／10困

�隠元禅師とその時代
�黄粟文化研究所次長　大槻幹郎さん3／ll（木）

�黄槃文化の特徴
3／17伽

�煎茶道と普茶料理
�真光院住職　森本信光さん

館
（
酋
3
2
・
8
2
9
0
）
へ
。
参
加

は
無
料
。

　
各
種
講
座

。
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
講
座
を
開
i
i
m
す
。

申
し
込
み
。
・
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
よ
酋
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

講・座名

�期間

�曜日

�時間
�回数（回）

�焚�受

　（

�茸料弓）ワープロ（初級）

�3／23～4／9

�火・金
�18：30～　21：00

�6

�20

�7，800

ワープロ（初級）

�3／28～5／9

�日
�13：00～　15：30

�6

�10

�7，800

ワープロ（初級）

�3／29～4／8
�月・火木・金

�9：30～　15：30

�7

�20

�10，800

ワープロ（中級）

�3／18～4／15

�月・木
�18：30～　21：00

�9

�20

�11，700

ワープロ（中級）

�3／18～3／26

�栞雀
�9：30～　15：30

�6

�20

�9，400

パソコン（桐中級）

�3／18～4／8
�月一木

�18：30～　21：00

�7

�10

�9，100

パソコン（中級）く財務会計・給与計算）

�3／21～5／23

�日
�9：30～　12：00

�9

�10

�11，700

パソコン（C言語中級）

�3／24～4／10

�水・土
�18：30～　21：00

�6

�10

�7，800

簿記・（日商簿記3級検定）

�4／1～5／11
�月・木ー部は金

�18：30～　21：00

�21

�30

�10，000

宅地建物取引主任者受験

�4／7～9／2�　水ー部は木
�18：30～　21：00

�19

�60

�16，000

海外で役立つ英会話　　　　　　（初級）

�4／3～9／18

�土
�9：30～　12：00

�22

�25・
�18．000～　28，000

和裁（初・中・上級）

�4／2～6／23

�水・金
�10：00～　16：00

�20
�各級5人

�10．000

図
書
館

市
役
所
の
代
表

番
号
は
電
話
2

2
・
3
1
4
1

で
す

；3）ニ宇1台mm（だより1993年（平成5年）3月1日発行第982号

か
せ
ほ
か
▼
対
象
…
3
・
ｔ
歳
児

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同
館
・
（
a
2
0
・

1
5
1
1
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

ス
ポ
ー
ツ

テレビ広報



　　　⊂献血⊃

●12日（日本ジプイー食品〈株〉＝10時～正午、

　三和研磨二業〈株〉＝13時半～15時半）。

　16日（上羽商事〈株〉南支店＝10時～正午、

　束目川・東目川第二町内会主催、宇治病院　＝13時半～15時半）。し

　　　⊂成人歯科検診）

●毎週木曜日（13時半～15時半、犬保健医療セ　ンター。20歳以上の人が対象。高齢者福祉　課へ事前申し込みを）。

　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所＋9時～10時半）。

　　相談あんない

●青少年相談（24日，13時～16時、宇治公民館）。●法律相談（毎週木曜日、13時半～15時半、

　総合福祉会館。定員1回10人。電話予約が必　要。社会福祉協議会登22・0600、受け付け　順に、相談日、相談時間を決めます）。

●京都府交通事故相談（3日、17日、9時～16時、。京都府宇治地方振興局S21・2049。●暴力にかかわる困りごと相談（1日、9時～16時、京都府宇治地方振興局。電話による相談も、可能。京都府暴力追放運動推進センターQ075・451・8930）。

　市、社会福祉協議会では、このほかにも

各種相談事業を実施。詳しくは4年度版「市

民カレンダーと手びき」、「市民の手びき」を

ご覧ください。

し尿収集日程・表示方法一部変更

〈表示方法が変わった地域〉

‘大字別

�変更前

�変更後
小倉町

�南堀池（大和）
�南堀池（大和）南堀池（大和32－36）伊勢田町

�毛語
�毛語毛語（府道以北）

�若林
�若林若林一部

棋島町

�吹前
�吹前（市営住宅）吹前（市営住宅除く）菟道

�谷下り（JR以西）、出口（JR以西），森本（JR以西）谷下り（JR以東）、出口（JR以東），森本（JR以東）

�谷下り（全域）出ロ（全域）森本（全域）

3
月
3
1
日
（
水

）
か
ら

　
三
月
三
十
一
日
南
か
氏
一
部

地
域
で
し
尿
収
集
日
程
・
表
示
方

法
を
変
更
し
ま
す
の
で
、
左
表
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
変
更
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
城
南
衛
生
管
理
組
合

業
務
課
指
導
係
（
容
0
7
5
・
6

3
1
・
5
1
7
1
）
へ
Ｏ
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宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）

2
6
日
1

�
2
5
日
困

�
�
2
3
日
淘

�
1
9
日
圖

�
�
1
8
日
俐

�
�
1
7
日
團

�
1
6
日
脚

�
�
�
に
日
溺

�
�
1
0
日
伽

�
9
日
叫

�
�
5
日
吻

�
4
日
俐

�
�
�
3
日
南

�
2
日
図

�
�
日

�
そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

北
棋
島

�
広
野

�
開
�
伊
勢
田

�
蔭
山

�
棋
島

�
吹
前

�
南
小
倉

�
緑
ヶ
原

�
平
盛

�
西
大
久
保

�
大
久
保

�
遊
田

�
南
陵
町

�
北
小
倉

�
明
星
町

�
志
津
川

�
木
幡

�
岡
犀

�
福
角

�
羽
戸
山

�
平
尾
台

�
御
蔵
山

�
六
地
蔵

�
地
区

4
・
0
5
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
3

�
5
・
0
6
・
0
1
・
ｏ
～
―
・
0

�
3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
3

�
3
・
0
5
・
0
1
・
3
～
1
・
3

�
1
4
如
～
1
5
‥
4
0

�
3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
2

�
4
・
ｏ
‘
5
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
3

�
1
0
‥
0
0
～
1
1
‥
1
0

�
3
・
0
5
ー
0
―
゛
3
～
1
・
3

�
1
4
‥
4
0
～
1
5
必

�
3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
2

�
Ｏ
・
0
1
・
0
―
・
ｏ
～
1
・
0

�
1
4
‥
0
0
ｙ
1
5
‥
3
0

�
Ｏ
・
Ｏ
Ｉ
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

�
3
・
0
5
・
0
1
・
3
～
1
・
3

�
4
・
0
5
・
0
―
゛
2
Ｓ
Ｉ
・
2

�
3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
0

�
3
・
0
5
・
0
―
゛
3
～
―
・
3

�
4
・
0
5
・
0
1
・
5
1
1
・
4

�
3
・
0
4
4
0
1
’
3
Ｓ
Ｉ
・
2

�
Ｏ
・
0
1
・
0
1
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
0

�
1
4
‥
4
0
Ｓ
1
5
ぃ
5
0

�
4
・
0
5
・
0
1
゛
2
～
―
・
5

�
3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
0

�
駐
車
時
間

北
横
島
小
学
校

�
大
久
保
小
学
校

�
開
公
民
分
館
前

�
伊
勢
田
小
学
校

�
ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

�
南
落
合
1
2
の
通
り
八
木
ガ
レ
ー
ジ

�
棋
島
小
学
校

�
南
小
倉
小
学
校

�
緑
ヶ
原
蔭
田
縁
地

�
平
盛
小
学
校

�
西
大
久
保
小
学
校

�
旦
椋
公
会
堂
前

�
西
小
倉
中
学
校
北
門

�
南
陵
第
2
児
童
公
園
’

�
北
小
倉
小
学
校

�
汚
水
処
理
場
横

�
志
津
川
バ
又
駐
車
場

�
木
幡
公
民
館
前

�
岡
屋
小
学
校

�
五
ヶ
庄
福
角
市
営
住
宅

�
羽
戸
山
集
会
所
横

�
m
－
a
S
A
口
≫
―
児
M
＾
S

�
御
蔵
山
小
学
校

�
六
地
蔵
公
会
堂
前

�
駐
車
場
所

燃えないごみ（清掃事務所／内線3003～3004）

　　　　　　　　六地蔵（JR以東・以北の全域）・

110224／卜素尾It（JR搬尹の全域）　　　　　　　　

五ヶ庄（広岡谷、JR以東の芝ノ東）

　　　　　　　　　六地蔵（JR以西・以南の全域）　　　　　　　　　
木幡（JR以西の全域）　　　　　　　　　
五ケ庄（一・二・三番割、梅林、．大林、折坂、

211234／2・北ノ庄、新開、高峯山、谷前、壇ノ東、　　　　　　　　　　　　　
寺界道、西浦、西川原、西田・、野添、　　　　　　　　　　　　　

雲雀島、平野、古川、JR以西の芝ノ　　　　　　　　　　　　　東、JR以東の福角、京大宿舎）

　　　　　　　　五ヶ庄（－里塚、上村、大八木島、岡本、瓦　　　　　　　　　　　　　

塚、戸ノ内、日皆田、JR以西の福角）　　　　　　　　菟道（全域）羽戸山（全域）　　　　　

　　　志津川（全域）明星町（全域）312244／3宇治（壱番、乙方、金井戸、下居、善法、　　　　　　　　　　　　　

塔川、東内、東山、叉振、妙楽、山田、　　　　　　　　　　　　　
山本、蓮華、JR以南の宇文字・里尻）　　　　　　　　

白川（全域）棋島町（大島）

　　　　　　　　宇治（池森、大谷、米阪、蛇塚、弐番、　　　　　　　　　　　　
野神、琵琶、JR以南の御廟・天神・　　　　　　　　　　　　

矢落・若森、壱番－部〔都計道路以　　　　　　　　　　　　西〕、下居一部〔上権現町〕）　

　　　　　　　琵琶台（全域）折居台（全域）416254／5天神台（全域）南陵町（全域）　　　　　　　　

神明（全域）小倉田I（奥畑）　　　　　　　　羽拍子町（JR以東の全域）　　　　　　　　

開町（JR以東の全域）　　　　　　　　
広野町（小根尾－部）

　　　　　　　　広野町（新成田・成田・小根尾ー部の3地　　　　　　　　　　　　域を除く全域）

517264／6大久保町（全域）寺山台（全域）　　　　　　　　

府営西大久保団地（1棟～21棟・44棟）

　　　　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）　　　　　　　　
横島町（タトー部〔寺内町内会〕）　　　　　　　　
羽拍子町（JR以西の全域）　　　　　　　　
開町（JR以西の全域）618294／7伊勢田町（井尻、ウトロ、浮面、大谷、蔭田、　　　　　　　　　　　　　

北山、毛語、新中ノ荒、中荒、中ノ　　　　　　　　　　　　　田、中山、南山、若林、名木）

　　　　　　　　広野町（新成田、成田）　　　　　　　　
府営西大久保団地（22棟～43棟）

　　　　　　　　小倉田I（西山を除く近鉄以西の全域）819304／8伊勢田町（砂田、中遊田、南遊田、遊田）　　　　　　　　

安田町（全域）

　　　　　　　　　宇治（蔭山、小桜、戸ノ内、半白、樋ノ　　　　　　　　　　　　　

尻、JR以北の宇文字・御廟・里尻・920314／9天神・矢落・若森）　　　　　　　　　

槙島田I（大島・外－部〔寺内町内会〕を除く全域）　　　　　　　　　小倉田I‘（新田島）

　燃えないごみは、午前9時までに、
決められた場所に出してください。

〈3月3i日水）～4月3日（土）し尿収集日程〉

3／31
伽
�五ヶ庄折坂（JR以東）、平野（JR以東）、一番割、二番割、　　　　　三番割一部、福角（JR以東）小倉町南堀池｛本通り以北）、南堀池（本通り以南）、堀池　　　　　南mm大和32～35）

4／1　俐
�木幡南端（JR以東）五ケ庄西浦（JR以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、　　　　　新開（JR以東）小倉町南堀m大和）伊勢田町南遊田、・遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、　　　　　中ノ田、名木丿孚面安田町全域

4／2倒
�木幡南山（Ａ）、中村（さっきケ丘）五ケ庄芝ノ東（府道以東）、広岡谷大久保町北ノ山．山ノ内、田原、旦椋、井ノ尻広野町西裏伊勢田町中山（近鉄以西）、毛語、若林、南山、ウトロ

4／3出
�宇治戸ノ内、矢落（JH以北）、若森｛JR以北）木・幡南山（B）、金草原‘大久保町南ノロ、平盛、久保（JR以西）、上ノ山、大竹．広野町寺山（JR以西）、茶屋裏小倉町中央台、西山（旧国道『府道』以西）、　　　　　神楽田（山中含む）伊勢田町北山ABCD団地、毛語（府道以北）、若林一部

し尿（城南衛生管理組合豊075－631－5171）

迄

蔵

毒

五瓦

羞

岱

叢
�324寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、芝ノ東（JR以西）
�　　　　　　野添、谷前、梅林、西浦（JR以西）、新開（JR以西）、平野（JR以西）、折坂（JR以西）、425笠取、池尾一

�526福角（JR以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

�629荒棋、田中、大垣内、妙見、谷下り（jR以西）、出口（JR以西）、森本（JR．以西）
�　　　　　谷下り（JR以東y、出口（J・荷以東）、森本（J’R以東）、門前、池山、830岡谷、只川、河原、中筋、大谷、東中、西中√藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り

�9折坂（JR以東）、平野（JR以東）、福角（JR以東）、一番割、二番割、三番割一部

�10南端（JR以東）、芝ノ東（府道両側）、西浦（JR以東）、新開（JR以東）、三番割

�11南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）、広岡谷、芝ノ束（府道以東）、炭山

�12南山（Ｂ）、，金草原
�　　　　　　南山畑、北山畑、中村（JR以東）、大瀬戸（JR以東）、束中（JR以東）、北畠一部、15北御蔵山（平尾）、中御蔵山、南御蔵山、畑山田、花揃、赤塚■
�　　　　　六地蔵（JR以東・以北の全域）、陣ノ内（JR以東）、正中（JR以東）、御園、16北畠、桧尾、平尾、須留
�　　　　　　　六地蔵（JR以西・以南の全域）、陣ノ内（JR以西）、正中（JR以西）、河原、北島、122束巾＾R以西）、西中、大瀬戸（JR以西）、内畑、熊小路、中村（JR以西）、西浦、　　　　　　　南端（JR以西）、壇ノ東

宇治神明開広野大久保白川志津川

�425東内、又振、山田、紅斎、半白、志津川

�629乙方、山本、蔭山

�11田原、旦椋、井ノ尻、北ノ山、山ノ内
�　　　　　　戸ノ内、矢落（JR以北）、若森（JR以北）、寺山（JR以西）、‘茶屋裏、久保（JR以西）、12上／山、大竹、南ノロ、平盛
�　　　　’石塚（心華寺通り以西）、丸山、一里山（府道以南）、桐生谷（JR以西）、．115東裏（よR以西と府道以前、西裏
�　　　　　　弐番（府道以北）、池森、米阪、蛇塚、里尻（JR以北）、小桜、樋ノ尻、石塚（心華寺通り以東）、16宮北一部、．寺山（JR以東）、宮谷、尖山ー部（4番地）、中島、久保（JR以東）

�17一里山（府道以北）、桐生谷（JR以東）、東裏（JR以東の府道以北）、開町、白川、金井戸

�18・宮東、宮西、宮北

�19大谷、野神一部、小根尾、大開、尖山一部（2番地・6番．地）
�　　　　　　　　野神、大谷一部（上権現町を含む）、琵琶、弐番（府道以南）、矢落（JR以南）、122若森（JR以南）、宇文字、壱番（宇治橋通り以北）、妙楽（宇治橋通り以北）、里尻（JR以南）

�223下居、善法、壱番（宇治橋通り以南）、妙楽（宇治橋通り以南）、蓮華、塔川

小倉伊勢田袱島羽拍子安田

�324南浦（30－33、80～98、100－110）、大京団地、山際一部

�425山際，．

�5・26寺内、久保、天王（府道以北）、老ノ木、西山（1日国道〈府道〉以東）、蓮池

�629天王（府道以南）、東山、中畑、西畑

�830西浦、南堀池（田中、大和ー部西2号通り以北）

�9南mm本通り以北）、南堀池（本通り以南）、堀池
�10南堀池（大和）、南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、　　　　　　　井尻、中ノ田、名木、浮面、安田町

�11中山（近鉄以西）、毛語、若林、南山、ウトロ

�12神楽田（山中含む）、西山C旧国道〈府道〉以西）、中央台、北山Ａ・B，r＊・Ｄ団地

�15中山（近鉄以東）、大谷、羽拍子町
�　　　　　　春日森、－ノ坪、島前、‘大町、石橋（大川原線以西）、17中川原（大川原線以西）、大川原、東目川、西目川

�18南落合（Ｏの通り～13の通り）

�19薗場（大川原線以北）、大幡i北内、門口、幡貫、郡、石橋（大川原線以東）

�122吹前、中川原（大川原綿以東）、＋－（大川原線以東・国道以東）、十六（iii以東）、十八（国道以東）

�223南浦、西浦－部、神楽田一部（近鉄以西）

○し尿収集漏れの揚合は、収集口側から確認のうえ、翌日（日・祝日の場合はその翌日）に城南衛生管理組合へご連絡を。

3月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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